
唱
　
導

は
じ
め
に

の
　
範

囲

―
そ
の
理
解
の
多
様
性
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

　
唱
導
と
い
う
場
合
、
普
通
よ
く
、
梁
の
慧
欧
の
撰
に
な
る
『
高
僧
伝
』

の
、
　
　
唱
導
者
。
蓋
以
宣
唱
法
理
。
開
導
衆
心
也
。

と
い
う
記
載
か
ら
、
「
人
々
に
対
し
て
仏
教
の
内
容
を
、
説
き
聞
か
せ
る

も
の
」
と
い
う
認
識
で
、
理
解
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
し
か
し
、
唱
導

の
内
容
が
、
そ
れ
の
み
で
理
解
出
来
な
い
こ
と
も
ま
た
、
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
周
知
さ
れ
て
い
る
、
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
筑
土
鈴
寛
氏
は
「
唱
導

と
本
地
文
学
と
」
（
『
中
世
芸
文
の
研
究
』
所
収
）
で
、

　
唱
導
は
説
経
、
談
義
と
同
じ
だ
。
表
白
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
。
こ

　
の
唱
導
に
は
二
様
の
方
法
が
あ
っ
た
と
思
う
。
自
分
一
個
で
は
、
仮

　
り
に
表
自
体
の
唱
導
、
口
頭
の
唱
導
と
に
区
別
し
て
い
る
。

と
、
述
べ
て
、
唱
導
の
二
種
の
区
別
を
、
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

安
　
　
東

大
　
　
隆

願
文
・
表
白
等
の
成
文
化
し
た
も
と
の
、
一
回
性
の
比
喩
・
因
縁
等
に

富
む
も
の
と
を
、
区
別
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
前
、
拙
稿
（
「
中
古
日
記
に
み
え
る
、
唱
導
儀
式
と
、
そ
の
う
け
と

り
方
其
一
－
－
『
中
右
記
』
に
み
え
る
、
中
陰
の
形
－
－
」
別
府
大
学

紀
要
第
二
六
号
）
で
、
少
し
く
言
及
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

　
（
『
説
法
明
眼
論
』
に
は
）
高
座
に
の
ぼ
っ
て
か
ら
の
儀
式
に
、
つ
い

　
て
、
そ
の
進
行
順
序
と
、
各
―
の
儀
式
の
内
容
が
、
説
明
さ
れ
て
い

　
る
。
所
謂
、
表
白
体
、
お
よ
び
、
口
頭
体
の
唱
導
は
、
そ
の
一
部
分

　
と
し
て
、
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
唱
導
と
い
う
こ
と

　
の
、
全
て
で
は
な
い
。
そ
う
ぃ
う
意
味
で
、
い
う
な
ら
ば
、
儀
式
全

　
体
に
つ
い
て
ノ
ー
昌
及
し
た
、
広
義
の
唱
導
と
、
従
来
か
ら
言
わ
れ
て

　
い
る
、
唱
導
を
、
と
り
あ
つ
か
っ
た
、
狭
義
の
唱
導
と
に
、
区
別
し

　
た
方
が
、
む
し
ろ
よ
り
適
切
で
は
、
な
い
か
と
思
う
。

　
こ
こ
で
は
、
広
義
の
唱
導
・
狭
義
の
唱
導
と
い
う
事
に
つ
い
て
、
「
唱

導
の
範
囲
」
と
し
て
、
も
う
少
し
具
体
的
に
、
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
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二
）

　
唱
導
が
、
先
に
定
義
し
た
よ
う
に
、
「
人
々
に
対
し
て
仏
教
の
内
容
を
、

説
き
聞
か
せ
る
も
の
」
と
す
る
と
、
仏
教
の
歴
史
は
、
初
転
法
輪
の
昔

か
ら
、
唱
導
の
歴
史
・
教
化
の
歴
史
と
い
う
事
に
な
ろ
う
。

　
　
（
勿
論
、
そ
れ
は
、
ひ
と
り
仏
教
の
み
に
、
限
っ
た
こ
と
で
は
、
な

い
で
あ
ろ
う
。
）
唱
導
の
歴
史
・
教
化
の
歴
史
を
、
時
代
を
経
な
が
ら
、

積
み
重
ね
る
事
に
よ
っ
て
、
仏
教
の
歴
史
が
あ
り
、
又
今
日
の
仏
教
が

あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

　
唱
導
と
い
う
も
の
を
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
と
、
当
然
、
「
誰
が
、

何
を
、
何
処
で
、
誰
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
」
と
い
う
疑
問
に
、

到
着
す
る
。
「
唱
導
の
範
囲
」
と
い
う
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
事
と
も
、
関

わ
っ
て
こ
よ
う
。

　
普
通
、
唱
導
と
い
う
と
、
法
要
を
し
て
な
さ
れ
る
も
の
、
説
教
を
し

て
な
さ
れ
る
も
の
と
い
う
認
識
が
、
先
に
た
つ
が
、
唱
導
が
、
最
終
的

に
目
指
し
て
い
る
も
の
は
、
何
で
あ
ろ
う
か
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
仏

教
の
内
容
を
、
説
き
聞
か
せ
る
事
に
よ
り
、
仏
教
に
結
縁
さ
せ
、
帰
依

さ
せ
る
事
で
あ
ろ
う
。

　
で
は
、
人
々
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
慟
き
か
け
を
、
す
る
こ
と
に
よ

り
、
仏
教
に
興
味
を
、
持
た
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
唱
導
は
ま
た
、

人
々
の
興
味
の
内
容
と
、
深
く
問
わ
っ
て
い
る
。
人
々
の
関
心
の
無
い

方
法
で
、
い
く
ら
説
き
聞
か
せ
よ
う
と
し
て
も
、
所
詮
効
果
が
薄
く
、

無
理
な
事
で
は
、
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
の
事
を
、
念
頭
に
置
き
な
が

ら
、
考
察
を
進
め
て
み
よ
う
。

唱
導
者
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、

　
　
―
、
話
し
方
（
語
り
方
）
の
問
題

　
　
２
、
話
の
内
容

の
二
つ
に
分
け
て
、
論
じ
て
み
よ
う
。

　
―
、
話
し
方
（
語
り
方
）
の
問
題

　
相
手
に
対
し
て
、
何
か
を
語
り
か
け
、
何
か
を
理
解
さ
せ
、
又
、
其

鳴
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合
、
只
単
に
話
し
た
だ
け
で
は
、
な
か
な
か
良

い
結
果
が
、
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
自
ら
、
そ
の
為
の

方
法
な
り
、
技
術
な
り
が
、
成
長
し
て
く
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
古
く
は
、
前
述
し
た
『
高
僧
伝
』
の
「
或
雑
序
因
縁
。
或
傍
引
替
喩
ご

　
「
夫
唱
導
所
貴
其
事
四
焉
。
謂
声
弁
才
博
ご
な
ど
が
、
話
し
方
の
技
巧

に
つ
い
て
、
言
及
し
た
も
の
で
あ
る
。
楢
、
中
国
の
唱
導
文
学
に
つ
い

て
は
、
海
田
瑞
穂
氏
の
「
唱
導
文
学
の
生
成
」
（
『
仏
教
と
中
国
文
学
』

所
収
）
に
、
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
も
の
に
つ
い
て
見
る
と
、
先

ず
、
石
淵
八
講
で
知
ら
れ
る
勤
操
が
、
目
に
浮
か
ぶ
。

　
　
（
以
前
、
少
し
述
べ
た
事
で
は
あ
る
が
、
）
『
性
雲
集
』
に
は
、

　
三
千
の
仏
名
を
礼
す
る
こ
と
廿
一
年
、
ハ
座
の
法
花
を
講
ず
る
こ
と

　
三
百
余
会
。
師
吼
の
雅
音
聴
覚
く
者
腸
を
断
つ
、
迦
陵
の
哀
響
見
る

　
者
愛
死
す
。
男
女
角
ひ
奔
せ
て
心
を
発
し
、
華
野
に
産
を
忘
れ
て
会

　
を
設
く
。
職
と
し
て
悲
調
の
感
な
り
。
（
引
用
は
、
古
典
文
学
大
系

　
「
岩
波
書
店
」
四
三
〇
頁
）

と
あ
る
。
「
師
吼
の
雅
音
・
迦
陵
の
哀
響
」
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら

見
る
と
、
抑
揚
を
持
っ
た
、
節
の
あ
る
語
り
口
を
、
連
想
さ
せ
る
。
又
、

普
門
院
に
蔵
し
て
い
る
、
絹
本
着
色
の
、
勤
操
僧
正
の
絵
像
を
見
る
と
、
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像
は
詠
座
上
将
の
右
向
き
に
坐
し
、
左
膝
を
乗
り
出
し
た
姿
勢
で
、

　
右
手
を
前
に
出
し
、
掌
を
上
に
む
け
数
珠
を
か
け
、
左
手
は
胸
前
に

　
掌
を
外
に
む
け
、
第
一
、
二
、
五
指
を
の
ば
し
、
口
を
開
き
、
弁
舌

　
中
の
姿
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
（
原
色
版
『
国
宝
』
３
「
毎
日
新
聞
社
」

　
解
説
二
言
頁
）

と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
静
か
に
経
の
解
説
を
、
し
て
い
る
と
い
う
よ
　
‘

リ
、
も
っ
と
荒
々
し
く
、
躍
動
感
が
あ
る
。
こ
れ
は
多
分
、
唱
導
し
て

い
る
図
で
あ
ろ
う
。
そ
の
勤
禅
が
示
寂
し
た
の
が
、
天
長
四
年
（
八
二

七
）
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
平
安
時
代
の
極
く
初
期
か
ら
、
唱
導
は
身
振

り
を
含
ん
で
、
躍
動
的
に
実
施
さ
れ
て
い
た
模
様
で
あ
る
。

　
さ
て
、
そ
の
躍
動
感
の
溢
れ
る
姿
で
、
唱
導
し
て
い
る
勤
操
が
、
い

っ
た
い
誰
を
相
手
に
し
て
、
唱
導
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
事

は
、
そ
の
姿
だ
け
で
は
、
想
像
す
る
し
か
あ
る
ま
い
。

　
し
か
し
、
そ
の
唱
導
に
聞
す
る
極
め
て
基
本
的
な
姿
勢
－
相
手
が
興

味
を
持
ち
、
し
か
も
よ
り
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
説
き
聞
か
せ
る
Ｉ
は
、

顕
著
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
唱
導
に
関
し
て
の
基
本
的
な
姿
勢
は
、
変
化
な
く
維
持
さ
れ
、

更
に
発
展
し
、
詳
細
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
ず
っ
と
後
世
の
こ
と

で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
江
戸
時
代
の
唱
導
論
告
で
あ
る
『
説
法
式
要
』

に
の
告
は
江
戸
時
代
の
唱
導
論
者
の
嘴
矢
に
位
置
す
る
も
の
で
、
広

く
流
布
し
評
価
さ
れ
て
い
た
。
～
（
近
世
の
唱
導
論
告
ｊ
『
説
法
式
要
』

巻
一
－
後
小
路
薫
氏
『
文
藷
論
叢
』
第
2
4
号
参
照
）

を
見
る
と
、
一
か
ら
廿
六
ま
で
の
祖
項
を
、
設
け
て
詳
細
に
実
践
的
な

心
構
え
や
方
法
に
つ
い
て
、
説
明
し
て
い
る
。
如
何
に
詳
細
で
あ
る
か
は
、

次
二
扇
ヲ
取
ル
、
古
ヘ
ハ
両
手
ヲ
以
テ
堅
起
ス
ル
事
卜
、
笏
ヲ
精
力

如
ク
、
少
シ
右
ノ
方
二
傾
フ
ク
ニ
似
テ
、
声
ヲ
発
コ
ト
宮
ノ
調
子
ヲ

取
ル
、
是
レ
諸
調
音
声
ノ
本
ト
也
、
発
端
ノ
詞

今
日
ノ
説
法
ハ
、
奉
開
御
経
ハ
、
奉
訓
読
御
疏

ノ｀ゝノゝ

時
宜
二
依
ヘ
シ
、

、
仙
北
言
緒
多
端

　
也
、
視
官
説
ノ
言
使
ハ
連
続
シ
テ
爽
ナ
ル
コ
ト
、
喩
へ
八
五
尺
ノ
菖

　
蒲
二
水
ヲ
酒
カ
如
ク
、
小
良
小
良
ト
シ
テ
渋
滞
無
キ
ヲ
以
テ
善
ト
ス
、

　
其
ノ
責
二
皮
テ
ハ
懸
河
ノ
弁
ヲ
施
コ
ス
、
是
喩
ヘ
ハ
瀧
水
ノ
落
チ
泉

　
源
ノ
流
ル
ガ
如
シ
、
序
破
急
／
詞
弁
能
ク
分
別
ス
ペ
シ
ノ
頭
ヲ
銀
扇

　
ヲ
拍
キ
手
ヲ
揚
テ
真
似
ス
ル
等
ハ
、
一
向
其
ノ
式
二
非
ス
、
如
来
ハ

　
手
二
定
印
ヲ
結
ビ
ロ
ニ
説
法
シ
玉
ヘ
リ
、
若
シ
夫
レ
扇
ヲ
以
テ
拍
子

　
ヲ
取
ル
ハ
自
然
ノ
事
也
ト
可
知
、

こ
れ
は
、
「
説
法
序
詞
」
（
前
掲
論
文
よ
り
引
用
）
の
一
部
分
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
一
読
し
た
だ
け
で
も
、
明
ら
か
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
総
て
唱
導
の
実
を
、
あ
げ
よ
う
と
い
う
目
的
に
よ
っ
て
、

案
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
又
、
『
沙
石
集
』
に
あ
る
「
説
経
師
下
風
讃
タ
ル
事
」
に
も
、
聴
聞
の

若
い
女
房
が
、
下
風
を
し
た
の
を
、
澄
憲
が
、
讃
め
た
話
が
出
で
く
る
。

作
者
無
住
は
、
「
讃
悪
キ
事
ヲ
モ
披
讃
ケ
ル
ニ
ヤ
。
賓
ノ
辨
説
ニ
コ
ソ
。
」

と
称
讃
し
て
い
る
。
臨
機
応
変
に
唱
導
し
て
い
た
、
説
経
師
の
姿
が
、
浮

か
ん
で
く
る
。

　
こ
の
よ
う
な
例
で
も
、
知
ら
れ
る
よ
う
に
唱
導
は
、
常
に
説
縁
者
と

聴
間
者
と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
、
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の

事
は
又
、
唱
導
と
い
う
事
の
無
限
の
広
が
り
を
、
示
唆
し
て
い
る
事
に

も
な
る
で
あ
ろ
う
。

18



　
　
『
法
則
集
』
（
信
承
法
師
撰
・
天
台
宗
全
書
所
収
）
を
見
て
も
、
語
り

方
や
述
べ
方
に
つ
い
て
、
子
細
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。

　
一
。
説
法
一
座
姿
ハ
初
シ
ミ
。
中
タ
ト
ク
。
終
哀
ナ
ル
是
其
賛
ト
ス
。

こ
れ
は
、
説
法
の
全
体
の
流
れ
と
、
起
伏
に
つ
い
て
の
注
意
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
唱
導
す
る
場
合
に
、
一
本
調
子
で
す
る
の
で
は
、
な
く
し
て

全
体
も
把
握
し
な
が
ら
、
起
伏
を
作
り
、
抑
揚
を
持
た
せ
て
、
説
き
聞

か
せ
よ
う
と
、
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
又
、
表
白
願
文
等
の
文
章
に
つ
い
て
も
、

　
一
。
口
情
　
説
経
師
能
可
存
知
事
。
文
章
姿
也
。
隔
句
必
二
句
上
下

　
　
　
各
切
目
可
分
間
分
也
。
隔
句
如
長
句
酒
乱
長
句
様
混
同
。
二
句

　
　
　
不
澄
感
不
動
説
経
反
倒
。
只
此
等
所
存
知
分
所
致
也

と
あ
る
。
文
章
を
作
成
す
る
場
合
で
も
、
充
分
に
吟
味
し
て
、
四
六
文

等
の
技
巧
を
凝
ら
し
た
、
装
飾
性
豊
か
な
文
章
を
、
作
成
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
。
口
博
云
。
調
子
ア
シ
ク
不
自
在
時
高
不
可
単
音
。
可
最
略
不
足

　
　
　
披
云
無
難
也
。
聞
ア
カ
レ
タ
ル
バ
カ
リ
ノ
説
経
ナ
ラ
バ
可
略
也

　
　
　
云
々

　
調
子
の
悪
い
時
に
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
そ
の
場
を
取
繕
っ
て
い

く
か
と
い
う
、
注
意
で
あ
る
。
微
に
入
り
細
に
互
っ
て
、
色
々
な
場
合
を

想
定
し
て
、
準
備
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
又
、
唱
導
が
、

盛
ん
で
多
く
の
場
面
に
、
出
会
う
事
が
、
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
話
し
方
（
語
り
方
）
の
問
題
は
、
以
上
の
事
か
ら
、
多
く
の
場
合
が

あ
り
、
周
到
に
容
易
さ
れ
て
い
た
事
が
わ
か
る
。

　
２
、
話
の
内
容
に
つ
い
て

　
話
し
方
同
様
に
、
話
の
内
容
も
又
、
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

　
何
を
聴
間
者
に
対
し
て
、
説
き
間
か
し
め
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　
勿
論
、
そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
前
述
し
た
造
り
、
「
人
々
に
対
し

　
て
仏
教
の
内
容
を
、
説
き
聞
か
せ
る
勝
に
よ
り
、
仏
教
に
結
縁
さ
せ
、

　
帰
依
さ
せ
る
事
」
を
、
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
目
的

　
に
添
う
、
色
々
な
話
と
い
う
事
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
又
そ
れ
は
、
聴
聞

　
者
の
要
求
に
も
、
応
え
る
も
の
で
な
く
て
は
、
な
る
ま
い
。
も
う
少
し

　
具
体
的
に
、
考
察
し
て
み
た
い
。

　
　
法
華
ハ
講
の
濫
暇
と
い
わ
れ
る
周
知
の
、
石
淵
ハ
講
（
『
三
宝
絵
詞
』
）

　
は
、
栄
好
の
先
批
の
為
に
勤
操
が
、
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
七
々
日

　
の
忌
の
間
は
此
寺
に
来
て
一
日
に
一
体
を
ま
う
け
て
、
一
人
に
一
巻
を

　
講
ぜ
し
む
）
勤
操
は
、
自
分
の
手
落
ち
（
酒
を
飲
み
過
ぎ
て
、
栄
好
の

　
母
に
、
食
事
を
送
る
の
を
、
失
念
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
原
因
で
、
栄

　
好
の
母
を
死
亡
せ
し
め
た
事
）
も
あ
り
、
「
そ
の
命
已
に
た
え
に
た
り
。

　
な
げ
き
て
も
か
ひ
な
し
。
今
は
後
世
を
み
ち
び
か
む
と
思
」
っ
て
、
八

　
講
を
始
め
る
。
こ
れ
は
、
亡
き
人
の
追
善
の
為
の
も
の
で
あ
る
。
法
華

　
ハ
講
は
、
追
善
供
養
と
い
う
事
を
、
目
的
と
し
て
、
実
施
さ
れ
た
の
で
あ

　
る
。
こ
の
事
は
、
そ
の
後
の
仏
教
と
、
人
々
の
関
わ
り
を
、
暗
示
す
る
も

　
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
れ
は
、
仏
教
が
、
い
か
に
受
容
さ
れ
て
き
た
か

″
と
い
う
事
と
、
関
連
が
あ
る
。
仏
教
の
、
日
本
に
於
け
る
受
容
は
、
個
人

　
の
悟
り
を
、
目
的
と
し
た
も
の
と
ば
か
り
と
は
ノ
ー
呂
い
難
い
。
そ
れ
は
、

　
奈
良
時
代
の
仏
教
の
在
り
方
を
見
れ
ば
、
よ
く
納
得
で
き
る
。
つ
ま
り
、

　
国
家
を
鎮
護
す
る
も
の
で
あ
っ
た
り
、
現
世
に
お
け
る
利
益
を
、
求
め

　
る
も
の
で
あ
っ
た
り
し
た
。
又
、
今
述
べ
た
、
追
善
供
養
も
、
重
要
な

　
受
容
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
を
、
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
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人
々
は
仏
教
に
、
結
縁
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
『
枕
草
子
』
の
小
白

河
の
八
講
の
段
に
も
、
「
そ
こ
に
て
上
達
部
、
結
縁
の
ハ
縁
の
八
講
し
結

ふ
」
と
あ
る
。

　
更
に
、
詳
細
な
例
を
『
澄
憲
作
文
集
』
に
見
る
と
、

　
一
、
国
王
　
　
二
、
院
徳
　
　
三
、
関
白
　
　
四
、
大
臣
　
　
五
、

　
納
言
　
　
六
、
宰
相
　
　
七
、
国
司
　
　
八
、
前
司
　
　
九
、
文
者

　
十
、
武
者

　
等
の
、
身
分
に
関
す
る
も
の

　
世
二
、
父
母
　
　
柑
四
、
養
父
母
等
の
、
肉
親
に
関
す
る
も
の

　
新
七
、
生
苦
　
　
新
入
、
病
苦
等
の
、
現
実
の
状
態
に
関
す
る
も
の

を
中
心
と
し
な
が
ら
、
七
十
三
の
細
目
を
列
挙
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
即

応
し
た
、
願
文
や
表
白
が
、
製
作
出
来
る
よ
う
に
、
準
備
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
ら
の
例
は
、
供
養
会
等
の
状
況
が
、
い
か
に
、
多
岐
に
互
っ
て
い

た
か
を
、
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
、
内

容
の
異
な
る
受
容
が
、
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
扨
て
、
そ
こ
で
、
話
さ
れ
る
話
の
内
容
は
、
以
上
述
べ
た
よ
う
な
目
的

に
、
合
っ
た
内
容
の
話
、
も
し
く
は
、
そ
の
目
的
に
、
誘
導
し
う
る
話
、

と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
規
定
す
る
こ
と
は
、
出
来
る

も
の
の
、
し
か
し
、
甚
だ
漠
然
と
し
て
い
て
、
ど
の
話
も
、
そ
う
な
る

可
能
性
を
、
内
含
し
て
い
る
事
も
又
、
事
実
で
あ
る
。
時
に
は
、
そ
の

可
能
性
の
幅
を
逸
脱
し
て
、
施
主
に
何
る
結
果
を
、
将
来
し
た
場
合
も

あ
っ
た
。
『
沙
石
集
』
（
巻
六
１
六
「
随
機
施
主
分
ノ
事
」
）
に
あ
る
よ
う
な

例
で
あ
る
。
大
津
の
漁
師
達
が
、
説
経
師
を
何
回
も
請
じ
た
が
、
な
か

な
か
思
う
よ
う
な
説
教
を
、
聞
け
な
か
っ
た
。
あ
る
説
経
師
が
心
得
て
、

　
各
ノ
近
江
湖
ノ
鱗
ト
リ
給
フ
事
ハ
、
目
出
度
キ
功
徳
也
。
其
故
ハ
、

　
此
湖
ハ
天
台
大
師
ノ
御
眼
ナ
リ
。
佛
ノ
御
眼
ノ
チ
リ
ヲ
ト
ル
ハ
、
ユ

　
ユ
シ
キ
功
徳
ト
ナ
ル
ペ
シ
（
引
用
は
、
古
典
文
学
大
系
「
岩
波
書
店
」

　
に
よ
る
。
）

文
字
通
り
随
機
の
施
士
分
を
、
展
開
す
る
。
そ
の
結
果
、
布
施
物
が
多

か
っ
た
こ
と
は
、
勿
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
相
手
に
迎
合
し
過
ぎ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
説
話
は
、
『
百
座
法
談
』
等
に
、
引
用
さ
れ
て
い
る
、

非
濁
の
『
三
宝
感
応
要
略
録
』
を
出
典
と
す
る
、
阿
弥
陀
魚
の
譚
を
、

基
礎
に
お
い
て
い
る
も
の
と
、
思
わ
れ
る
。
『
法
則
集
』
の

　
一
、
因
縁
法
門
等
ヲ
バ
ス
ル
時
。
大
筋
ダ
ュ
タ
ガ
ハ
ザ
レ
バ
語
何
替

　
　
不
苦
。

と
あ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
の
、
柔
軟
性
に
つ
い
て
の
、
指
示
で

あ
ろ
う
。

　
以
上
、
唱
導
者
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
二
点
を
取
り
上
げ
て
、
考

察
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
か
ら
受
け
る
印
象
は
、
次
の
よ
う
で

あ
る
。

　
―
、
仏
道
修
業
に
付
随
し
て
、
唱
導
が
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
て

　
　
　
独
立
し
た
大
系
を
持
っ
て
い
た
。

　
２
、
話
し
方
・
話
の
内
容
の
両
者
共
に
、
詳
細
に
且
つ
具
体
的
に
、

　
　
　
準
備
さ
れ
て
い
る
。

　
３
、
話
し
方
・
話
の
内
容
の
両
者
共
に
、
広
い
許
容
範
囲
を
持
ち
、

　
　
　
柔
軟
に
対
処
さ
れ
て
い
た
。

　
以
上
、
唱
導
の
柔
軟
性
と
い
う
よ
う
な
事
に
つ
い
て
、
言
及
し
て
き
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た
。
そ
の
柔
軟
性
の
故
に
、
従
来
、
言
わ
れ
て
い
る
、
’
口
頭
体
の
唱
導

に
、
つ
い
て
の
論
の
よ
う
な
、
印
象
を
、
受
け
る
や
も
知
れ
な
い
の
で
、

こ
こ
で
、
改
め
て
、
願
文
・
表
白
等
に
つ
い
て
、
述
べ
て
お
こ
う
。

　
願
文
・
表
白
は
、
人
々
に
対
し
て
、
仏
教
の
内
容
を
、
説
き
聞
か
せ

て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
聴
衆
を
し
て
、
仏
教
に
、
帰
依
せ
し
め
る
と
い

う
よ
う
な
働
き
と
は
、
若
干
、
性
質
を
異
に
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
は
、

い
ず
れ
も
、
仏
前
に
お
い
て
、
そ
の
法
会
や
修
法
の
、
目
的
や
趣
旨

を
、
奏
上
す
る
も
の
で
あ
る
。
既
に
唱
導
さ
れ
、
仏
教
に
帰
依
し
て
い

る
人
々
が
い
て
、
そ
の
人
々
が
、
あ
る
目
的
の
も
と
に
、
法
会
等
を
開

き
、
そ
の
趣
旨
を
、
願
文
・
表
白
に
書
い
て
、
仏
前
に
奏
上
す
る
。
と

い
う
よ
う
な
、
大
ま
か
な
図
式
が
、
成
立
し
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
『
釈
氏

要
覧
』
に
は
、
「
表
白
　
憎
史
略
云
。
亦
日
唱
導
也
ご
と
あ
り
、
表
白
と

唱
導
と
を
、
同
じ
意
味
に
理
解
し
て
い
る
。
こ
の
理
解
は
、
今
述
べ
た

定
義
と
は
、
い
さ
さ
か
、
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
仏
教
に
関
わ
ら
せ
る

も
の
、
と
し
て
み
る
と
、
そ
の
範
躊
に
、
は
い
る
で
あ
ろ
う
。

　
扨
て
、
願
文
・
表
白
は
、
臨
機
応
変
に
、
聴
間
者
に
対
し
て
、
法
を

説
き
聞
か
せ
る
と
い
う
、
自
由
さ
は
、
少
な
い
。
こ
れ
は
、
書
い
た
も

の
を
、
仏
前
で
、
拝
読
す
る
と
い
う
性
質
上
、
ど
う
し
て
も
、
そ
う
な

ら
ざ
る
を
え
な
い
。
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
多
岐
に
亘
る
受
容
に
、

応
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
場
で
、
聴
聞
者
の
様
子
や
反
応
に
、
応

じ
る
事
の
出
来
な
い
だ
け
に
、
そ
の
法
会
や
修
法
に
、
適
合
し
た
願
文

や
表
白
を
、
作
成
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
受
容
に
応
え
る
用
意
が
、
始

ま
っ
て
い
る
。
前
も
っ
て
、
想
を
練
り
、
吟
味
し
て
文
章
を
、
作
成
す
る
。

今
日
残
っ
て
い
る
、
所
謂
唱
導
書
の
類
は
、
願
文
や
表
白
を
、
作
成
す

る
為
の
、
参
考
書
で
あ
っ
た
り
、
既
に
作
成
さ
れ
て
い
る
、
模
範
文
で

あ
っ
た
り
す
る
。

　
　
『
唱
導
抄
』
に
は
、

　
犬
歳
名
　
　
十
二
月
付
四
季
名
　
　
五
畿
内
国
名
　
　
左
右
坊
門
名

　
帝
王
名
付
君
所
号

　
　
　
　
賛
　
崩

院
付
名
法
皇
名

　
賛
　
御
悩

居
所
　
　
東
宮
名
付
居
所

崩

の
、
人
物
に
関
す
る
も
の
を
、

が
、
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
賛

は
じ
め
と
し
て
、
言
葉
の
使
い
方
の
例

　
　
『
類
句
抄
』
に
は
、
「
仏
法
」
「
無
常
言
孝
養
」
等
の
項
目
を
設
け
て
、

実
際
の
願
文
等
の
中
か
ら
、
要
句
を
、
抜
出
し
て
書
き
と
ど
め
て
い
る
。

　
『
作
文
言
詞
集
』
も
又
『
類
句
抄
』
と
、
同
様
な
性
質
を
、
持
つ
も
の

で
あ
る
。
『
風
誦
指
南
集
』
も
、
同
種
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
も
の
を
、
参

照
し
な
が
ら
、
作
成
さ
れ
、
実
際
に
使
用
さ
れ
た
例
文
は
、
『
本
朝
文
粋
』

等
の
中
に
も
、
集
録
さ
れ
て
い
る
く
ら
い
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
何
段
階
に
も
、
分
け
る
よ
う
に
し
て
、
願
文
・
表
白

等
の
製
作
の
作
業
は
、
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ら
の
、
一
連
の
姿
は
、
専
門
的
で
あ
り
、
大
系
化
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
と
、
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
従
っ
て
又
、
そ
の
事
を
、
家

業
と
す
る
よ
う
な
家
が
、
出
現
し
て
く
る
の
も
、
あ
る
意
味
で
は
、
必

然
的
な
事
で
あ
ろ
う
。
安
居
院
流
は
、
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。
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（
二
）

　
　
二
）
に
於
て
、
「
唱
導
者
に
関
わ
る
も
の
」
と
し
て
、
二
点
に
分
け

て
、
言
及
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
、
視
点
を
変
え
て
、
「
聴
間
者
に
関

わ
る
も
の
」
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
た
い
。

　
聴
間
者
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
　
‘

動
機
（
目
的
）
で
、
聴
聞
す
る
か
。
又
、
そ
の
聴
聞
の
仕
方
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。
こ
の
二
点
が
、
そ
の
主
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
１
、
ど
の
よ
う
な
動
機
（
目
的
）
で
、
聴
聞
す
る
か
。

　
聴
聞
す
る
と
い
う
行
為
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
場
を
作
っ
て

聴
く
、
も
し
く
は
、
そ
の
場
に
出
か
け
て
行
っ
て
聴
く
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
場
は
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
ノ
設
定
さ
れ
て

い
る
か
と
い
う
事
と
、
深
く
関
わ
っ
て
く
る
。

　
　
『
大
鏡
』
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
雲
林
院
の
菩
提
謝
に
詣
で
た
話
か

ら
、
始
ま
る
。
菩
提
講
は
、
後
世
の
菩
提
を
得
る
（
往
生
極
楽
）
為
に
、

　
『
法
花
経
』
を
、
講
ず
る
法
会
で
あ
る
。
こ
の
謝
金
に
は
、
多
く
の
人

が
、
参
詣
し
て
い
る
。
老
若
男
女
を
取
混
ぜ
て
の
、
多
く
の
人
々
で
あ

る
、
人
々
は
、
そ
の
謝
会
に
「
い
き
あ
ひ
て
」
聴
聞
す
る
。
あ
ち
こ
ち

で
、
同
じ
よ
う
な
講
金
が
、
催
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
し
ご
ろ
　
こ
ゝ
か
し
こ
の
せ
経
と
の
ゝ
し
れ
ど
、
な
に
か
は
と
て

　
ま
い
ら
ず
侍
。
さ
し
こ
く
お
も
ひ
た
ち
て
ま
い
り
侍
に
け
る
が
う
れ

　
し
き
事
『
古
典
文
学
大
系
　
岩
波
書
店
ぶ
ハ
鏡
』
よ
り
引
用
、
傍
線

　
は
、
私
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
も
同
じ
）

菩
提
謝
が
、
雲
林
院
で
行
わ
れ
る
由
を
、
聞
及
ん
で
、
多
く
の
人
が
、

聴
聞
に
来
る
の
で
あ
る
。

　
菩
提
講
に
出
掛
け
て
、
説
経
を
聴
聞
し
、
仏
教
に
結
縁
し
た
人
々
は
、

そ
こ
に
何
を
求
め
た
の
か
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
『
中
右
記
』
（
承
徳
二
年
五
月
一
日
―
増
補
史
料
大
成
「
臨
川
書
店
」
）

に
は
、
雲
林
院
の
菩
提
講
の
様
を
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
一
條
尼
上
弁
寝
殿
御
方
今
参
雲
林
院
菩
提
講
結
、
予
為
御
共
参
入
－

　
講
師
登
高
座
間
、
於
堂
北
庇
聴
聞
、
講
師
院
範
先
授
三
賠
十
戒
、
次

　
説
経
、
人
々
所
供
養
経
已
及
教
十
部
、
寝
殿
御
方
今
供
養
名
字
功
徳

　
晶
、
始
説
法
之
開
城
以
随
喜
、
巳
時
許
事
了
、
堂
中
位
座
老
少
男
女

　
梧
南
無
聾
遍
満
如
雷
、
ｉ
－

院
範
講
師
の
説
経
を
、
聴
聞
し
た
人
々
（
堂
中
位
座
老
少
男
女
）
は
、

　
「
説
法
之
開
城
以
随
喜
」
し
、
終
了
す
る
と
、
「
栴
南
無
聾
遍
満
如
雷
」

の
様
相
を
呈
す
る
。
念
仏
を
口
称
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
世
に
菩
提

を
、
得
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
生
前
に
善
根
を
修
し
て
、
そ
れ
を

廻
向
し
、
死
後
、
極
楽
に
、
往
生
し
よ
う
と
い
う
願
望
の
も
と
に
、
菩
提

講
に
行
き
、
結
縁
し
、
念
仏
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
後
世
の
菩
提
を
求
め
て
、
講
会
に
結
縁
す
る
と
い
う
の
は
、
よ
く
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
。
誰
の
為
の
後
世
の
菩
提
か
と
い
う
と
、
そ
の
講
会

を
実
施
し
た
り
、
参
加
し
た
り
す
る
、
そ
の
人
の
陽
介
も
あ
る
し
、
又

そ
の
人
の
父
母
等
、
そ
の
人
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
々
の
、
場
合
も
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
に
、
後
世
に
菩
提
を
求
め
る
と
い
う
の
は
、
大
変
大
き
な

理
由
で
あ
る
。
そ
の
他
、
ど
の
よ
う
な
理
由
が
、
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
『
本
朝
文
粋
』
の
巻
の
十
三
・
十
四
の
「
願
文
上
・
願
文
下
」

を
見
る
と
、
二
十
八
の
願
文
を
、
収
録
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
の
十
六
が
、
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四
十
九
日
等
の
追
善
に
、
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
又
、
亡
き
人

の
菩
提
を
、
念
じ
て
の
も
の
で
あ
る
。
『
本
朝
続
文
粋
』
の
場
合
を
見
て

も
、
同
様
の
事
が
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
事
が
、
聴
聞
の
大
き
な
動
機
に
、

な
っ
て
い
る
。
更
に
『
百
座
放
談
』
に
お
い
て
も
、
そ
う
で
あ
る
。

　
さ
る
内
親
王
が
、
百
座
の
法
華
の
講
を
行
っ
て
、
（
実
際
に
は
三
百
座
、

残
っ
て
い
る
も
の
は
二
十
日
間
の
も
の
で
あ
る
）
亡
き
両
親
の
追
善
を
す
る
。

　
此
経
を
先
考
聖
朝
、
先
姚
贈
后
の
御
た
め
に
廻
向
し
〔
　
〕
さ
せ
給
こ

　
そ
、
尤
も
可
然
事
と
お
ぼ
へ
候
へ
。
孝
養
報
恩
を
も
て
、
仏
も
旨
と

　
ほ
め
悦
び
給
ふ
事
な
り
。
（
桜
楓
社
　
佐
藤
亮
雄
氏
校
註
）

亡
き
両
親
を
、
追
善
す
る
為
の
開
講
が
、
同
時
に
、
内
親
王
御
白
身
の

為
の
、
功
徳
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
○
此
経
を
一
価
一
句
に
て
も
、
か
き
、
よ
み
た
て
ま
つ
ら
む
人
は
、

　
た
・
ヽ
ち
に
釈
迦
牟
尼
仏
の
と
か
せ
た
ま
う
を
き
≒
釈
迦
牟
尼
如
来

　
の
霊
山
に
ま
し
く
し
を
供
養
し
た
て
ま
つ
ら
れ
た
ま
う
に
こ
そ
さ

　
ぶ
ら
ひ
け
れ
ば
、
内
親
王
殿
下
の
御
功
徳
　
ま
う
す
か
ぎ
り
な
き

　
ー
　
也
。
　
（
三
月
廿
六
日
）

　
○
何
況
や
、
内
親
王
殿
下
の
名
聞
の
た
め
に
も
あ
ら
ず
、
利
益
の
た

　
め
に
も
あ
ら
ず
、
心
を
い
た
し
て
、
一
部
八
巻
廿
八
品
を
し
か
し
な

　
が
ら
受
持
・
読
誦
し
、
日
々
に
開
講
、
演
説
せ
し
め
給
ふ
。
心
し
て

　
も
恩
ひ
、
こ
と
ば
し
て
も
申
つ
く
す
べ
か
ら
ぬ
御
功
徳
と
こ
そ
思
え

　
候
へ
。
（
六
月
廿
六
日
）

又
、
先
考
、
先
批
の
為
の
追
善
と
い
う
事
に
は
、
触
れ
ず
に
、
専
ら
に

内
親
王
の
功
徳
に
つ
い
て
、
言
及
し
て
い
る
施
主
分
も
あ
る
。

　
○
内
親
王
殿
下
ふ
か
く
こ
の
由
を
し
ろ
し
め
し
て
、
人
界
の
栄
華
栄

耀
な
に
ク
ひ
は
せ
む
、
万
事
み
な
夢
の
ご
と
き
に
こ
そ
は
あ
れ
、
と

お
ば
し
め
し
て
、
利
和
の
家
に
む
ま
れ
お
は
し
ま
し
て
、
こ
の
生
の

だ
の
し
み
を
の
み
こ
そ
、
お
ぼ
し
め
す
べ
け
れ
ど
、
偏
に
後
世
菩
提

を
御
心
に
か
け
お
は
し
ま
し
て
、
日
々
に
講
経
を
開
き
お
は
し
ま
せ

る
、
い
さ
ぎ
よ
き
御
功
徳
は
、
三
宝
の
境
界
を
の
づ
か
ら
知
見
し
給

ら
む
。
（
閃
七
月
八
日
）

「
偏
に
後
世
菩
提
を
御
心
に
か
け
お
は
し
ま
し
て
」
と
あ
る
の
は
、
勿

論
内
親
王
自
身
の
、
後
世
の
菩
提
に
つ
い
て
の
事
で
あ
る
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
此
等
は
、
後
世
の
事
を
心
に
懸
け
て
、
そ
の
為
に

講
を
開
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
後
世
に
菩
提
を
、
得
よ
う
と
い
う
考

え
と
、
今
は
亡
き
縁
者
の
、
追
善
供
養
と
は
、
一
見
す
る
と
、
相
反
し

て
い
る
か
の
よ
う
に
、
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
あ
な
が
ち
そ
う
と
も
、

言
え
な
い
一
面
を
、
持
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
両
者
と
も
菩
提
と

う
』
逓
　
－

万
既
の
亡
人
が
菩
提
を
追
善
供

養
に
依
っ
て
　
あ
の
　
（
後
　
）
て
伺
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
生

者
と
死
者
の
区
別
は
あ
る
も
の
の
、
と
も
に
菩
提
を
、
次
の
世
で
、
得
よ

う
と
い
う
の
で
あ
る
。
（
当
時
、
完
全
な
悟
り
を
求
め
れ
ば
、
求
め
る
程
、

こ
の
現
在
の
世
に
於
て
、
そ
れ
を
完
成
す
る
事
の
困
難
さ
が
、
わ
か
り
、

自
然
と
、
完
全
な
悟
り
を
、
肉
体
的
な
制
約
を
、
離
れ
た
死
後
の
世
界

に
、
求
め
る
よ
う
に
、
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
）

　
こ
の
よ
う
な
理
解
に
よ
っ
て
み
る
と
、
大
江
匡
衡
作
の
「
為
左
大
臣

供
養
浄
妙
寺
願
文
」
（
『
本
朝
文
粋
』
）
の
末
尾
に
も
、

　
願
共
諸
衆
生
。
上
征
兜
率
。
西
遇
禰
陀
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と
あ
る
。
又
、
三
善
道
統
の
作
の
「
為
空
也
上
人
。
供
養
金
字
大
般
若

経
願
文
」
に
も
、

　
細
素
尊
卑
。
同
語
伶
海
之
無
漫
。
須
保
青
木
之
不
老
。
乃
至
有
縁
無

　
縁
。
現
界
他
界
。
無
始
以
来
。
所
有
群
類
。
動
五
逆
四
重
之
率
。
免

　
三
悪
ハ
難
之
苦
。
荒
原
古
今
之
骨
。
東
岱
先
後
之
魂
。
併
闘
薫
修
。

　
１
　
咸
澄
妙
覚
。

と
あ
る
。
更
に
又
、
大
江
匡
衡
作
の
「
為
仁
康
上
人
。
修
五
時
講
願
文
」

に
も
、

　
伶
子
今
願
亦
復
如
是
。
凡
鰍
痕
因
起
縁
。
或
順
或
逆
。
皆
以
今
日
之

　
善
根
。
聘
為
来
世
之
張
本
。
願
共
諸
衆
生
。
往
生
安
楽
國
。
南
無
鐸

　
迦
牟
尼
佛
。

と
あ
る
。
此
れ
等
は
そ
れ
ぞ
れ
、
願
文
の
目
的
は
、
異
な
る
も
の
の
、

そ
の
結
び
の
文
章
は
、
類
似
し
て
い
る
。
具
体
的
に
何
を
対
象
と
し
て
、

そ
の
法
会
が
、
開
講
さ
れ
よ
う
と
も
、
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
人
々
の

願
う
と
こ
ろ
は
、
後
世
の
菩
提
で
あ
る
場
合
が
、
多
い
。

　
２
、
聴
聞
の
仕
方
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

聴
聞
の
仕
方
（
聴
聞
の
態
度
）
は
、
前
述
の
動
機
に
も
、
大
い
に
、
関

連
し
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
動
機
が
、
確
か
で
、
真
摯
な
も
の
で
あ
れ

ば
、
自
然
と
そ
の
聴
聞
の
仕
方
も
ま
た
、
真
面
目
で
、
真
剣
な
も
の
に

な
る
で
あ
ろ
う
。

　
説
法
を
聴
聞
し
、
感
動
し
た
人
々
の
様
子
は
、
公
家
の
日
記
等
に
、

散
見
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
説
法
之
間
落
涙
難
抑
者
也
（
『
中
右
記
』
）

と
い
う
よ
う
な
賛
辞
で
、
結
ば
れ
て
い
る
。

　
　
『
雑
談
集
』
（
三
弥
井
書
店
刊
よ
り
引
用
）
に
は
、
「
知
恵
才
覚
無
テ
、

然
モ
又
音
声
ワ
ル
ク
、
ロ
モ
キ
カ
ズ
シ
テ
ア
ル
説
法
者
」
が
、
六
大
の

尼
に
依
頼
し
て
、
「
我
が
説
法
ノ
時
、
必
ズ
聴
聞
ニ
ツ
ラ
ナ
ツ
テ
、
ナ
キ

テ
タ
ベ
」
と
、
感
涙
す
る
役
目
を
頼
む
。
説
法
に
感
動
し
た
者
は
、
感

涙
す
る
と
い
う
事
で
あ
り
、
即
ち
、
そ
の
上
う
な
結
果
が
現
れ
る
事
が
、

す
ば
ら
し
い
説
教
の
証
で
あ
る
、
と
同
時
に
、
聴
衆
が
、
い
か
に
熱
心

に
、
且
つ
真
面
目
に
、
聴
聞
し
た
か
の
証
拠
で
も
、
あ
っ
た
。

　
唱
導
者
の
中
に
は
、
又
、
時
処
諸
縁
を
嫌
わ
ず
に
、
で
か
け
て
行
っ

た
も
の
も
、
あ
っ
た
。

　
大
和
國
二
説
経
師
ア
リ
ケ
リ
。
何
ナ
ル
賤
家
ニ
モ
行
テ
、
唱
導
シ
ケ

　
レ
バ
、
請
ジ
安
キ
マ
ー
一
、
ョ
ロ
ズ
ノ
所
ニ
テ
セ
サ
セ
ケ
ル
。

　
『
沙
石
集
』
六
１
四
　
岩
波
古
典
文
学
大
系
よ
り
引
用
）
、

又
、
源
大
夫
の
説
話
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
1
9
・
1
4
）
の
様
に
、
遇
然
に

唱
導
の
場
に
、
行
き
合
わ
せ
て
、
聴
聞
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
の
場

合
は
、
「
『
何
ナ
ル
事
ヲ
云
フ
ゾ
』
去
来
行
テ
聞
カ
ム
ご
と
、
思
っ
て
聞
く

の
で
あ
る
が
、
や
が
て
、
講
師
の
語
の
内
容
に
、
同
感
し
て
出
家
し
て

し
ま
う
。
説
教
の
内
容
を
、
疑
い
無
く
、
真
面
目
に
受
け
取
っ
た
の
で

あ
る
。
今
迄
、
無
知
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
一
度
の
結
縁
が
、
決
定
的
な
転

機
を
、
音
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
当
時
の
多
く
の
人
々
は
、
仏
教
に
縁
を
、
結
ん

で
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
お
わ
り
に

さ
て
、
唱
導
と
い
う
も
の
を
、
「
唱
導
者
に
関
わ
る
も
の
」
・
「
聴
聞
者
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に
関
わ
る
も
の
」
の
二
点
か
ら
、
見
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の

考
察
の
中
で
、
唱
導
と
い
う
も
の
の
も
っ
て
い
る
、
広
が
り
と
大
き
さ

を
、
指
摘
で
き
た
と
思
う
。
「
説
法
義
」
と
い
う
こ
と
も
、
充
分
頷
け
る
、

規
模
の
大
き
さ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
基
礎
に
は
、
当
時
の
仏

数
的
土
壌
と
も
い
う
べ
き
、
仏
教
に
対
す
る
共
通
の
理
解
か
お
る
。
そ

の
土
壌
と
も
い
う
べ
き
、
仏
教
に
対
し
て
の
共
通
の
理
解
は
、
勿
論
、

唱
導
者
と
聴
間
者
に
、
共
通
の
も
の
で
あ
る
事
は
、
論
を
挨
た
な
い
。

そ
の
共
通
の
仏
数
的
土
壌
の
上
に
立
っ
て
、
唱
導
活
動
は
、
為
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
唱
導
は
、
仏
教
の
総
介
的
な
作
用
の
よ
う
な
も

の
で
は
、
な
い
か
と
思
う
。
甚
だ
抽
象
的
な
述
べ
方
を
す
る
と
、
唱
導

と
い
う
も
の
は
、
仏
教
の
拡
大
と
発
展
の
基
礎
で
あ
る
と
、
言
え
よ
う
。

　
そ
し
て
、
唱
導
は
、
多
く
の
人
々
を
し
て
、
仏
教
に
結
縁
さ
せ
て
い

く
、
具
体
的
な
作
業
の
縁
を
、
作
っ
た
仏
数
的
儀
式
を
含
め
て
、
理
解
さ

る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
儀
式
全
体
を
さ
し
て
、
広
義
の
唱
導
と

い
い
、
更
に
そ
の
中
で
、
為
さ
れ
る
願
文
・
表
白
な
ど
の
佩
誦
を
、
含

ん
だ
教
化
活
動
を
さ
す
、
狭
義
の
唱
導
と
に
、
区
別
す
る
の
が
、
適
当

で
あ
ろ
う
と
、
思
う
の
で
あ
る
。
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